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少しだけ自己紹介

＜専門＞ 地域環境経済学 （もともとの専門は「農林経済学」）

キーワード：地域活性化、地域経済循環、脱炭素（環境・エネルギー）

研究プロジェクト：地域脱炭素、宮城県南三陸町での生物多様性と社会経済的要因の統合評価

グローバル ローカル

■内閣府 自治体ＳＤＧｓ推進評価・調査検討会委員

■全国町村会     今後の地域政策のあり方に関する研究会委員  

■自治体 東久留米市環境審議会 会長

狛江市市民参加と市民協働に関する審議会 会長 
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1. 第3次環境基本計画策定にあたり抑えておくべき環境変化

2. 行政計画とはなにか

3. 環境激変時代の「環境基本計画」

★最新の政策動向の反映

・地球温暖化の影響の深刻化

・環境・経済・社会の統合的アプローチの必要性

（ＳＤＧｓ、脱炭素、循環経済、ネイチャーポジティブ等）

本日のポイント

東久留米市では
大きな実績あり
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我々の生活を脅かす異常気象・気象災害（2025年度）

１．第3次環境基本計画策定にあたり抑えておくべき環境変化
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出典）立花義裕「温暖化は日本狙い撃ち？ 猛暑・豪雨が普通の
時代、「四季から二季へ」」https://www.nippon.com/ja/japan-
topics/g02473/

イセエビ写真提供）太齋彰浩氏（宮城県南三陸町）5

日本は大きく影響を受けている国
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志津川湾にイセエビ！

https://www.nippon.com/ja/japan-topics/g02473/
https://www.nippon.com/ja/japan-topics/g02473/
https://www.nippon.com/ja/japan-topics/g02473/
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偏西風蛇行による異常気象は地球温暖化が影響している

冬の
異常気象

夏の
異常気象
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もはや異常気象が当たり前の時代に突入してしまった

地球温暖化の原因の大きな要因と言われるCO2排出量は増えており、昔と比べて、地球
全体の気温が昔とくらべて暖かくなっている。
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今夜21:00-22:00の「NHKスペシャル」必見

出演者
【出演】石川佳純 【ゲスト】野口聡一、立花義裕（三重大学教授）、江守正多（東京大学教授）
【司会】森下絵理香

https://bangumi.org/tv_events/seasons?season_id=4427

https://bangumi.org/tv_events/seasons?season_id=4427


• 環境基本条例第７条に基づき策定。

• 「東久留米市第５次 長期総合計画」
（2021(令和３)年２月策定）を上位
計画とし、同計画に掲げる「まちの
将来像」を環境面から実現するため
の基本計画の位置づけ。

• 市が定める他の計画（「都市計画マ
スタープラン」、「緑の基本計画」
など）の環境の保全等に関する施策
と、相互に整合･調整を図っている。

• 本計画で策定するとしている環境分
野の個別計画は、環境基本計画や緑
の基本計画 の関連･下位計画として
位置づけ。

第3次計画
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２．行政計画とはなにか



・環境に関する意識調査
（市民・事業者アンケート）

・中学校生徒会サミット 
2024年10月9日

「環境問題の視点から将来の東久留
米市を考える」

・検討部会（全11回）：
2024年度4回
2025年度7回

→作業部会（7回）
2025年
4/26、4/30、5/15、6/17、8/4、
8/8、8/18

・「かんきょう・脱炭素市民
ワークショップ」

2025年5月18日
2025年6月29日

・地球温暖化にかんするこど
もアンケート（市内小学校４年
生～中学３年生129名回答）

2025年10月
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策定までのスケジュール ※策定プロセスは自治体により異なる
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３．環境激変時代の「環境基本計画」

SDGsの背景は、環境問題と社会問題の同時解決



社会・環境課題が経営・経済に与える影響への懸念への高まり（2011年頃から顕在化）

世界経済フォーラムによる2026年短期・長期的なグローバルリスク調査ランキング

出典）出典：World Economic Forum, Global Risks Report 2026, Figure 10「Global risks ranked by severity, short term (2 years) and 
long term (10 years)」 12



出典）環境省（Stockholm Resilience Centre の図に環境省が追記)

GX（グリーン・トランスフォーメーション）・SDGs推進方針

ゼロエミッション宣言ネイチャーポジティブ

政策における脱炭素や生物多様性政策の重要性

SDGsのウェディングケーキモデル
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環境基本計画の体系
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温室効果ガス排出量削減に向けた目標ついては、本市の削減ポテンシャル（シナリオ１～７）をもとに部
門別に検討した。基準年度（2013年度）から2030年度では55％削減、2040年度では80％以上削減、
2050年度では100％削減（カーボンニュートラル達成）となるように目標値を定めた。

東久留米市の温室効果ガス削減目標
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環境・経済・社会の統合的アプローチの必要性を共有
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2025年6月29日
「かんきょう・脱炭素市民
ワークショップ」

歌川学さん（産総研）からは、
「我慢」ではなく「無理なく
楽する」脱炭素のメッセージ



まずはエネルギー消費の実態を知る：
今後エネルギー価格は大きく下がることはないだろう

我が家の場合
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太陽光発電（5.12kW)導入後 電気代6割減
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電気料金と電気使用量の推移（2022-2025年）
2022年 2023年 2024年 2025年

電気代削減率  62.0%
※売電価格込み  74.0%

2023年と2025年比較

東京都2/3の補助で蓄電池を入れても7年で回収
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https://www.city.higashikurume.lg.jp/kurashi/kurashi/1029471.html
市民向けの国・東京都の支援・補助制度案内ページを作成
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https://www.city.higashikurume.lg.jp/kurashi/kurashi/1029471.html
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「環境情報」ではなく「くらしと仕事」情報として
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世界の課題解決は
東久留米市の
豊かな生活環境
を守ることから
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参考図書

2025年、ポプラ新書2025年、旬報社



温室効果ガスの働きと地球温暖化のメカニズム

温室効果とは：
太陽から地球に降り注ぐ光は、地球の
大気を素通りして地面を暖め、その地
表から放射される熱を温室効果ガス
（水蒸気、二酸化炭素、メタンなどのガ
ス）が吸収し大気を暖めてくれること
で、約１万年前から地表面の平均温度
は約14℃に保たれてきた（温室効果
ガスがなければ、マイナス19℃くらい
になる）。

地球温暖化のメカニズム：
産業革命以降、二酸化炭素、メタン、さ
らにはフロン類などの温室効果ガスが
大量に排出されて大気中の濃度が高
まり熱の吸収が増えた結果、気温が上
昇し始めてしまった。

https://shouene-kaden.net/learn/mechanism.html 24
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SDGsの背景は、環境問題と社会問題の同時解決

途上国の開発に関する目標であるミレニアム開発目標（2001～2015年）

国際開発の潮流

持続可能な開発・環境分野の潮流

国連環境
開発会議
1992年
＠リオ

持続可能な開発
に関する世界首
脳会議
2002年

＠ヨハネスブルグ

国連環境開発会議
（リオ＋20）
2012年＠リオ

「我々の求める未来」

地球環境問題／貧困・社会的
排除問題の同時的解決

貧困・社会的排除問題の解決に向けて

IPCC第1次報告書(1990年)に始まる気候変動危機の高まり

環境問題の解決に向けて
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